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 要  旨 

手術室で働く看護師は，器械出しという病院内の集合教育では扱うことができない

特殊な経験を基にした業務がある。この業務の技術習得は困難な割に患者ケアへの還

元が少なく，職務満足は病棟看護師と比べ低い傾向にある。本研究の目的は，手術室

に勤務する看護師の職務満足や職場の環境，体験や感情の違いに着目し，各集団を類

型化しその特徴を明らかにすることである。調査は，基本属性と独自に作成した質問

38項目をリッカート法で行い，1177 名から回答を得た。分析は，Ward 法による階層的

クラスター分析手法を用い分類し，Ⅰ～Ⅴ群に分類した。5群間の有意の差を認めた項

目は，基本属性の年齢，看護経験年数，手術室経験年数，年間手術件数で，質問紙の

項目においては 26項目に有意の差を認めた。Ⅰ群は卒業後すぐに手術室に配属され〈職

務満足が高く承認されることを誇る型〉，Ⅱ群は年齢が比較的若く看護経験年数が短

い〈職務満足はやや高いが医師や同僚に対する感情最悪型〉，Ⅲ群は年間手術件数が

少なく〈職務満足中等度で職場環境適応型〉，Ⅳ群は看護経験年数が長く手術室経験

年数が短い〈職務満足やや低く看護のベテランの業務不満足型〉，Ⅴ群は年齢が高く

手術室経験年数が長い〈職務満足最低で手術室でのベテランで業務不満足型>であっ

た。前述した 5 群の特徴を踏まえた支援が，手術室に配属された看護師の職務満足を

満たす支援となる可能性が示唆された。 

以上の内容は，今後の手術室看護師の職務満足に即した現任教育および職場管理に

基礎的資料を提供することが期待でき，その社会的意義は大きく博士の学位授与に値

すると判定した。 

 

  


